第1回上平地域審議会会議録

開会時間　　　平成29年10月17日(火)午前9時55分
閉会時間　　　平成29年10月17日(火)午前11時45分
会議会場　　　上平行政センター2階　第１会議室

出席委員　　  安達行成、真草嶺美紀子、羽馬信夫、藤井　優、山﨑信浩、中谷由美子

　　　　　　　小林　誠、和田　穣、酒井浩徳、藤井保宏　　　　　
南砺市　　　　田中市長、上口市長政策担当部長、吉澤市民協働部長　　　　　　　　　　　　市川南砺で暮らしません課長、石崎行革・施設管理課長、山下行革推進係長　　　野村行革施設管理課副主幹、山田秘書係長、山崎行政ｾﾝﾀｰ長、千重行政ｾﾝﾀｰ次長
欠席委員　　　なし
傍聴者　　　　なし
１．開会　　午前9時55分
２．委嘱書交付

３．会長あいさつ　　  安達会長
４．市長あいさつ　　  田中市長
会長が議長となり議事を進行する。
議　題

会長　　　議題について順次説明を求める。
市当局より説明

（１）庁舎機能再編について
　上口市長政策部担当部長が資料により説明

会長　　　委員の皆さんにはあらかじめ資料に目をとおしていただいているが、市からの説明を聞き質問はないか。
　

委員　　　住民は行政センターでほとんど用事が済ませられるので、行政センターを充実させてほしい。庁舎については、コスト面が良い事と駐車場も広いので賛成である。　　　　　

上口　　　担当課へ出向かなくても、行政センターで画面対応できるような仕組みを　　　　　しっかり作らなければならない。
市長　　　五箇山地域では行政センターの機能は大切である。計画を立てていく中で、行政センターはそれぞれの地域で残さなければならないと思っている。
委員　　　福光では、駐車場の用地買収は可能なのか。
上口　　　まだ計画であり、交渉等も今からになる。

市長　　　これからは公共交通の利用、JR通勤の推進を考えていかなければならない。
委員　　　災害時には、遠くから通勤している職員は職場へすぐに来られないが、それはどう考えているのか。

上口　　　職員は有事の際、どこに行くか等決められている。連絡などの訓練も行っている。

市長　　　有事の際の行動等、新しい計画を作成中である。
委員　　　福野、井波、城端庁舎の利用はどうするのか。行政センターだけでの利用では広すぎるのでは。

市長　　　全部の可能性や色々な利用を考えている。そのまま使うことはないが、効率よく使いたい。ゼロからスタートも考えていかなければならない。村部はそのまま庁舎を残すが、耐震化されている建物なのでなるべく庁舎に施設を集約したい考えだ。

委員　　　資料をみれば、福光で統合庁舎を作ることに反論するところはない。合併当初から行政センターの役割は大きい。担当課との連絡がうまくいかないと聞く事もあるので、理想的な行政センターになるよう対応をしっかりしていただきたい。
　　　　　使わない庁舎の利用の話はわかったが、壊すより残した方が良い建物もあるのでないか。例をあげれば、要望書として提出したが農林業振興センターを方面団の屯所にしてはどうか。
市長　　　壊すまでには多くの議論がある。壊すのは最後の手段となる。いらなくなった保育園を地域の公民館にした例がある。その時の改修費は市が負担した。新しい物を作るのでなく、別々にあったものを一緒にしたら良いなどバリエーションは色々ある。
委員　　　新しい物を作るのは難しいが、修繕して使う方が良い建物がある。とにかく、防災面において屯所の整備は早くしてほしい。

委員　　　公共施設がなくなると、その地域の賑わいがなくなる。

市長　　　まちなかの賑わいが大切な事は充分わかっている。議会からの要望にも地域の賑わいとバランスを考えていくよういわれている。
委員　　　小矢部川の洪水対策、国道３０４の拡幅への対応、歩道はどうなのか聞きたい。

　　　　　また、要望として、この後の各地域での審議会ではもっとわかりやすく説明するよう努力してほしい。

上口　　　資料のグレーになっている部分の中で駐車場を考えている。横断歩道をつけるものでない。
市長　　　千年に１回の大洪水を想定して計画をたてる予定だ。ハード面、ソフト面すべてにおいて住民の皆さんを守る仕組みを今後作る。
会長　　　これで会議は終了します。

　これよりセンター長が司会
市当局より説明

（２）南砺市型小規模多機能自治の推進について

　吉澤市民協働部長が資料により説明　　　　　　

センター長　　　意見、質問はないか。

委員　　　住民は小規模多機能自治が何なのかわからない。人口が少ない上平地域は平成３１年度にスタートする時、実際うまくいかないのではないか。人口が多い地域でうまくいくようであれば、一緒に同調してやるかという雰囲気になるかもしれないがそれもわからない。市でモデルのようなものを示すなど、力を入れ押し進めてほしい。ワーキング部会がない、研究会がたちあがっていない事なども課題として取り上げ

ていってほしい。
吉澤　　　実際、他の地区の事例をみて、ぴったりくるものはなかなかないと思う。市民会義の中で地域の特性を踏まえた事案を考えていく。今のところ、講義を聴くだけだが第４回目以降に実際の取り組みが出てくるので、その後広く周知する予定だ。市民会議のメンバーへ地域の実情を聞いていただき協議する機会にもなるのでないかと思っている。勉強会を開くのであれば市から説明にうかがうので、一緒に考えていきたい。
市長　　　具体的なものがあれば、先が見えてくる。今は総体的なものだが上平らしいものが出てくれば良い。
委員　　　目的があって一つになるのが理想だ。　
　

センター長　　　他に意見、質問はないか。

委員　　　上平ディサービスは狭いので、是非広げてほしい。
市長　　　どういうやり方が良いのか検討していきたい。
委員　　　来年度、診療所の先生の勤務体制が変わり、休診日が増えるそうだが、なぜそんな体制になるのか。今後、休診日が増えていく事のないよう県へ医師の派遣の働きかけを続けていくようお願いしたい。
市長　　　常勤の先生の退職に伴うシフト変更だ。この地域に医師が必要なのはわかっているので、県には自治医大の先生の派遣は続けてお願いしている。南砺市は、二つの病院の経営統合にむけて準備をすすめている。そうなればシフトも色々な形が組めるのでないかと思う。皆さんにはできるだけ迷惑をかけないようにと思っている。
委員　　　診療所の医師の確保に尽力してほしい。消防の屯所をかねた、投票所を設置できる施設は必要だと思うので考えてほしい。
市長　　　新しいものをどう作るか、古いものをどう使うか。小学校に投票所を設置するのはいたしかたない。
委員　　　公民館に街灯がない。以前から要望をしているが、公民館は避難場所に指定されている場所でもあり、防犯上街灯は必要でないか。
市長　　　状況等確認する。
閉会のあいさつ　真草嶺副会長
　　　
山﨑センター長から閉会宣言
　　　
